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運動会を終えて 
                                                       帝京大学小学校 校長 石井卓之  
 秋雨や台風により、今年は練習ができずに本番を迎えることになるかもしれないと、最悪の展開も想定してい
ました。幸い練習時間も何とか確保でき、参観者の皆様に頑張る子どもたちの姿をお届けすることができました。 
 
 当然ではありますが、運動会も時代とともに様変わりしています。その大きな変化を感じたのは、「競争の否定」
でした。短距離走で苦手な子どもに配慮して、全員がゴール前で手をつないでテープを切る映像がニュースで紹
介されたことがあります。同じ時期に、席書会で金賞・銀賞を止めて、全員の作品に賞シールを貼る学校も出てき
ました。差別を否定することを学ぶのは、確かに学校の役割だと考えています。しかし、勝敗に対して正しい態度
をとれるようにすることも、学校の重要な役割の一つです。運動会当日、勝敗が決まった瞬間に涙を流す子どもた
ちの姿がありました。その涙には喜びや悔しさ、様々な思いがこもっています。練習期間を含めての経緯があるか
らこそだと考えています。一方、勝敗の原因を用具や他者に押しつける言動もあったとの報告を受けています。こ
こは教育の出番です。失敗からしっかりと学んでいくことが重要です。 
 社会に出れば、厳しい競争に巻き込まれる場面があるはずです。学校という教師や保護者が子どもの教育に参
画している安全な環境下で競争体験をし、成功や失敗などの全ての経験を学びとしてレジリエンスを高めていく
ことが必要だと思います。 
 また、運動会で短距離走を止める学校が出始めています。その原因は、学校が行っている着順判定に対する保護
者からの苦情の増加だそうです。学校の教員全てが、陸上競技の専門家ではありませんので、正確な判定には限界
があります。誤審を前提にすることは許されませんが、どこまで突き詰めるのか、難しい問題の一つだと思いま
す。本校では、審判の仕方について事前に学習会を行い、予行練習を通して判定の精度を高める努力を毎年積み重
ねています。また、僅差の場合には同着を取入れたり、必要に応じて再レースを実施したりすることで、誤審を防
ぐ取り組みも行っています。子どもたちの頑張りに、可能な限り応えるために。 
 今回から、暑さ対策及び幼児の休憩場所の確保のために、保護者席の最後列にテントを張れるようにしました。
学校では、校庭に設置場所を明記し、教員も声かけを行うことで、トラブルが起きないように心がけましたが、保
護者のご協力もあり、円滑に導入ができたと考えています。また、閉会式でもお話をしましたが、短距離走のゴー
ル付近で例年アナウンスを担当している等々力より「これまでの中で一番協力をしていただき、とても助かりま
した。」との報告がありました。昨年度もよかったのですが、毎年前年度を超えていることが、ありがたいと思い
ます。大人の姿から、子どもたちは学んでいきます。 

 今、入試のⅠ期の面接が始まっていますが、本校のインスタグラムを見
ている方が増えていることを感じています。運動会関係も既に上がってい
ますので、是非ご覧ください。 
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本校の起業家教育の講師をしていただいた、若手起業家の方の感想です 
 

・子どもたちに負けないくらい全力で走り、喜び、悔しがる先生方。６年

生の学年ポロシャツを着て、最後の運動会を一緒に盛り上げる保護者の皆

さん。私が見たのは運動会の一場面に過ぎませんが、先生方と保護者の皆

さんが一丸となって子どもたちを支え、運動会をつくり上げていることが

伝わってきました。 

・応援合戦が始まった瞬間、「この運動会は、子どもたち自身がやりたくて

やっている運動会だ！」と強く感じました。団長を中心に、１年生から６

年生までが真剣な表情で声を出し、仲間を応援する姿。スポーツマンシッ

プを理解し、全力で勝負に挑む姿や、そこに至るまでの準備の積み重ねに、

大変感動しました！ 

 私は大学生の時に教育事業を立ち上げて以来、日本全国の面白い大人や

学校と出会ってきましたが、帝小は日本一面白い学校だと感じており、大

ファンです。 



１１月のバス運行予定  

 

 



出席停止時の提出書類が変わりました 

１０月５日より、出席停止となる疾病に罹患した際、登校時に

提出する書類が「治癒報告書」（保護者記入）に変更となりまし

た。治癒報告書はHPもしくはClassroomからダウンロードして

いただけます。詳しくは９月３０日付でClassroomにアップされ

ている「出席停止書類について」をご確認ください。なお、この

措置は、児童の健康を保持し、病気の蔓延を最小限にするための

取り組みであるとご理解いただき、感染症に罹患した場合は必ず

医師の指示に従い、必要日数の療養と学校への正確な報告をお願

いいたします。 

冬服着用について   

１１月から完全に冬服に移行となります。冬服（紺色の制帽やブレザー等）の準備をよろしくお願いします。

ボタンの有無もご確認ください。コートや防寒用の手袋・マフラーなどにも制服に準じた色指定があります。

よい子の手帳をご確認ください。また、持ち物にはすべて名前を記入してください。 

 

入学試験が行われます 

１１月１日（日）、１４日・２１日（土）は来年度の入学生に向けた入試が行われます。受験関係者以外の

入構が規制されます。忘れ物等の対応はできませんので、ご承知ください。 

また、１１月２日（月）は入試に関わる特別休校日となります。 

芸術鑑賞会 

今年度は「Musica Per Tutti」をお招きし、「声で描く音楽の世界」をテーマに演奏をしていただきます。

児童のみの鑑賞となります。 

 

◆日時 ２０２６年１１月１７日(火)  

１年生～３年生  １・２時間目 

４年生～６年生  ３・４時間目 

 

◆会場 本校体育館  

展覧会 

子どもたちの思いがこもった作品を、ぜひご鑑賞ください。内容の詳細は後日配付予定の「展覧会リーフレ

ット」「展覧会のお知らせ」をご覧ください。 

 

◆日時 １１月２５日(水) ～２７日(金) 

午前の部 １０:００～１２:００ （受付 １０:００～１１:００）  

午後の部 １３:００～１７:００ （受付 １３:００～１６:００） 

１１月２８日（土）９:００～１２:３０  （受付  ８:３０～１１:３０） 

※１１月２８日（土）後援会バザー同時開催 

 

◆会場 本校１階オープンスペース …１・２年作品 

２階・２.５階メディアセンター…３・４・５・６年作品 

短縮時程６校時下校日 

１１月１１日（水）、２４日（火） 

は短縮時程６校時下校日です。 

※スクールバス発車は１４:３０ 

学校からのお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 



２年生 

●かけ算九九について 

かけ算の学習がまもなく始まります。学習にあわせて九九カードを配ります。２年生が終わるまでに、「順番に

すべての段が言えること」が目標です。自信をもって九九が言えるように、ご家庭でもご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年生 

●企業連携授業 

【三菱UFJ銀行】１１月５日（木）１～４校時 

起業に必要な資金について、子どもたちが事業計画を説明し、融資を受けるための「融資相談会」を実施 

します。 

 

【大正製薬】１１月１６日（月）３・４校時 

CMの構成や商品の魅力を効果的に伝える工夫について学び、子どもたちが制作するCMに生かします。 

 

【電通】１１月２７日（金）各クラス２時間ずつ 

商品の魅力を効果的に伝えるCMを制作するため、広告づくりについて学ぶ「広告小学校」を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年生 

●パルテノン大通りマルシェでの商品販売（起業家教育）についてのお知らせ 

 販売日：１２月１９日（土） １０：００～１６：００ 

 児童の参加：１１月中に参加の有無をアンケートで調査します。 

       詳細は後日、Classroomにアップします。 

       ※販売日当日は登校日ではないため、欠席扱い等にはなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学年からのお知らせ 

 

 

 

 

 

職員室の窓 

＜

《低学年 担任団》 

 

心地よい秋風が吹き、過ごしやすい季節となってきました。２学期の大きな行事「運動会」

では、どの児童もやる気いっぱいに取り組み、目標に向かって進む姿に一回りぐんと頼もし

くなったと感じます。とくに低学年では「学ぶことを楽しむ姿勢」や「生活や学習の基礎」

を大切に日々の教育活動に励んでいます。これからも、子供たちらしさをそのままに、たく

ましく成長する過程を見守っていきます。 

２学期５年生の家庭科でガラス鍋を使って、ご飯を炊きました。透明な鍋

の中でお米が変化していく様子を目で確かめながら炊飯の仕組みを学びま

した。少しおこげもでき、自分たちで炊いたご飯を味わう子どもたち。「自

分でできた！」という喜びとともに家庭科の学びを実感する時間となりま

した。調理実習中、わくわくした表情があふれています。 

＜

《家庭科 髙沖寛子教諭》 

 


